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面積表

敷地面積

建築面積

建ぺい率

1階床面積

2階床面積

3階床面積

4階床面積

総床面積

598.05 ㎡

176.29 ㎡

29.48％

135.51 ㎡

122.11 ㎡

101.81 ㎡

101.81 ㎡

359.43 ㎡
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駐車場（4台分）

駐輪場

吹抜け

吹抜け

吹抜け

N

PS
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同窓会室

PS

唐人町なのになぜ当仁と書くのか？

唐人は江戸時代に遣唐使の身支度をするための町として栄えていたことから唐人という名

前になったと言われている。（諸説あり）そして、ここに小学校を作る際に、論語の「仁

に当たりては　師にも譲らず（當仁不譲於師）」から取った。

「当仁」には思いやりを実行・実践するという意味がある。

「この建物も子供の存在を通して

  　　地域に向けた思いやりを実行・実践できる

     地縁の中の温かな町になって欲しい」
という願いを込めた。

” 当仁” に建てる思い

核家族化・少子高齢化に抗うような、活気のある。

また、活気の持続する町を育むことができる。

小さな地方創世の 1歩。

社会問題緩和への期待

地域に人が残る

・子供の増加

・文化、歴史の継承

・商店街の活性化

・高齢者コミュニティの形成

・核家族化の減少

・企業誘致

・公民館の利用頻度の向上

使用グラフ

同窓会会館を起点に人が地域に定着し、思い入れのある地域住民が増えていく

子ども

■立場別の利用動機

公園

遊びに行こう。

勉強して帰ろう。

前ここ来てたね。

懐かしい。

あそこなんだろ。

先輩がいる。

久しぶり。

一緒に仕事しよう。

仲いいおじちゃんおる。

たまに料理作りよる。

ここで子供向けの

イベントしたい。

かわいいな。

元気だな。

昔よく集まってたな。

あの子大きくなったな。

みんなでもっと

唐人を盛り上げたい。

同窓会室 まちづくり会議所

同窓生

地域住民

■同窓会会館による人の成長による変化

地域住民

同窓生地域貢献度

低い

高い

子ども

当仁小学校
地域コミュニティの基礎

小学校で
地域コミュニティの基礎を構築

同窓会で集まり、同窓会会館

でもあったことを知る

いつでも集まることのできる

場所で地域コミュニティに入る

これまでは、

みんなバラバラになり

地域コミュニティは薄れていく

地域の活気は薄れていき

若者が減っていく

小さい頃からなじみのある場所
Step1

Step2

Step3

卒業 or 大人になったら卒業 or 大人になったら

同窓会会館の役割

プログラムイメージ

毎年同窓生が更新されていくため

半永続的な地域コミュニティが発生する

同窓会会館に公園を設ける

１

２

３

公園を建物内まで連続させ、

意識できる距離感に

公園を小学校の方に回転さ

せ、小学校との関係を密接に

し、建物内では、視線を通る

ようにした。

ダイアグラム

同窓生

同窓会会館

地域住民

子ども

同窓会会館をどのような施設になれるのか

それぞれに来るための要素を建築の中に取入れて、

同窓会会館を地域コミュニティの一部とすることで機能を活発化させる。

遊びに行こう！

ここ前みんなで

来とったよね！

子どもたちが自慢で

きる町にしよう！

縁の作り方

半永続的コミュニティの育て方

計画地

福岡市中央区唐人町にある当仁小学校と唐人商店街の間に位置する。

そこに小学校に向けたファサードと町に向けた 2つの顔を持つ同窓会会館を計画した。
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と多めの倉庫があるため災害時に炊き出しできる町のパワーが集まるように設計した。

みんなの公園には白の階段の横にこのような

隙間がある。小学校低学年くらいがくぐれる

ほどの高さの低い隙間。成長による体のスケー

ルの変化を感じることのできるものを高さで
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使う大人にも心地良い場所となる。

4 本の柱

奥にキッチン
があり、明る
アクセントと
して黄色の柱

小学校を一望
するとき空と
同じ色にして
開放感を出す
ために水色の
柱

大濠公園が一
望でき、豊か
な緑を邪魔し
ない緑の柱

歩行者から 1
階の奥まで視
線が通るよう
にするため黒
目の柱

３F　中高生用同窓会室 ４F　大人用同窓会室
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る。窓からは小学校が一望できる。

子供の声が聞こえる吹抜け

世代ごとの時間を過ごす

大人になっても行きたい建築

配置図

唐人公民館唐人公民館

唐人商店街唐人商店街

当仁小学校当仁小学校 計画地 計画地計画地

町

小学校

　公立小学校の同窓会会館を提案する。小学校で構

築される基礎的な地域コミュニティを建築によって

あるべき地域コミュニティの循環を促す。

建物に貫入するように公園（子供の公共）によって

同窓生が子ども・町を思い直す地域施設。





木材に特殊加工を施し
水に濡れた時に色のグラデーションを作り出す

02  失われていく日本の文化

現代の学校現場において書道の科目の大幅な授業時限現象が行われている。
その結果、「書道」に触れる機会が減り、「書」に対する理解、考えを深める事が出来にくくなっている。
「書道」とは、単に字を美しく模写する事だけではなく、書の美の歴史的背景や諸文化との関連、
生活と社会との関わりなどに視点をあて、その価値を尊重し継承しようとする心情や態度の育成に繋がることが
重要である。

- 新たな顕彰の形の提案   -

スマートフォンやパソコンなどの情報媒体が発展し、大きな影響を与える情報化社会。
自国・他国共に国に根付いた文化や古くからの風習は多様化・細分化され、
メインカルチャーよりもサブカルチャーが与える影響が大きくなっている。

日本の文化を、私たち日本人がどれほど知っているだろうか・・・？

・神社での参拝方法
・茶道の建前
・日本食の正しい作法

といった日本の文化を正しく理解している人はいったいどれほどいるのだろうか。
現代では、古くからの日本の歴史・風習・思想などにはあまり目を向けず、
瞬間的で継続性のない情報や記号を寄せ集めた「サブカルチャー」を全面的に

押し出しているように感じて仕方がない。

このような変化し続ける世の中で、これまでの顕彰の形をかたどるのではなく、
これまでと違った、これまでにない顕彰の形で日本の文化を再発信していく必要がある。

福岡県柳川市に、書道教員の子として生まれる。福岡教育大学特設書道科を卒業後、九州大学文学部美術学
美術史研究室の研究生を経て、県立高等学校で書道教員を務めた。
学生自体より国宝等の模写などにより水墨画を独学で学び、数回の個展を経て、大徳興院に襖絵を収めた。
フィラデルフィア美術館に数店の書が収蔵されている。

計画地は、村井米齋が生まれ育った柳川市とし、日本の風情が漂う自然豊かな地を計画地とする。
約 410 年前柳河城築城の折に、城下町を形成する為に人工的に堀を掘って整備された沖端川では、
柳川の観光名所である川下りが行われ、柳川旅情を味わうことができる。

福岡県柳川市に生まれ、書道・水墨画を独学で学び、
日本の文化である「書」の良さを未来へと継承した村井米齋の記念館を設計し、　

記念館に新たな付加価値を加えた建築物を提案する。

08  Site/Location 09 自然が作り出すグラデーション

12 calligraphy space

町の拠点となる書道教室へ

この町の拠点となる書道教室空間を提案する。
ここでは書道の楽しさや奥深さを書道教室を通して幅広い年代に教え伝え広める。
年に 1度、地域の学生を招き、書道関係のワークショップや展示会を行う。そうすることに新たな書道との出会いが生まれる。
年代ごとに空間を分けるのではなく、1つの大きな空間で区切ることなく空間形成をすることで、新たな繋がりが生まれるような仕組みを作る。
また開口部を多く設け、まるで自然の中にいるような、内部と外部の空間の区切りを曖昧にすることで自然との繋がりも生まれる。

10  Exhibition space

11 交流スペース

01  「書」を追求し続けた村井米齋

04  配置図兼 1階平面図・立面図・断面図

06  ガラス構成

07  壁構成

掛軸 秋冬山水画 山水画

「〒832-0064   福岡県柳川市宮永町」

水に濡れると色が変化する

通常時

03  「書」の世界を建築に

05  「地元で作る」「地元に根付く」

１粒の水滴

大きな１つ屋根で グラデーションが広がり続ける

柳川市の木材を利用する

屋根材に用いる木材を柳川市の木材を利用し制作する。
その地域で取れた素材は、その地域に長年根付いており、その素材を利用することで周辺環境と調和した
建物を作り出す。
また、施工の段階でも、地域住民・柳川市の住民と共に作り出し、「みんなの建物」になっていく。
ここから新たな柳川市が生まれていくに違いない。

溶け出していく 広がり続ける

外気の温度・湿度などの周辺環境により屋根の色が変化し、
一生に一度しかないグラデーションを作り出す。
建築物と周りの環境が呼応し合い、自然が屋根を変化させ、
屋根が環境のコントラストを変化させる。

山路を登りながら

周辺敷地図　Ｓ = 1/2000

仕切りのない自由な展示化が可能

1つ 1つの空間の区切りを曖昧にするため、壁による仕切りを極力少なくする。
そうすることにより、自分の用途以外の空間にも訪れやすくなり、新たな出会いが
生まれる。また、他の用途で利用する人とも交流が生まれ、
新たなコミュニティーが広がっていく。

展示空間では、間仕切りを少なくし、自由度の高い展示を行うことが可能である。

交流スペースでは、ちょっとした休憩や、読書、書道などを、
前面の沖端川を眺めながらゆっくりとした時間を過ごすことができる。

敷地写真① 敷地写真②

計画地

エントランス

敷地に対し緑地を取り
周辺環境と調和

ショップスペース

断面線

N

カフェスペース

展示スペース

習字教室スペース

フリースペース

図書スペース

フリースペースでワークショップ開催

南立面図　S  = 1/300

配置図兼 1階平面図　S  = 1/300

断面図　S  = 1/300

面積表
敷地面積 5514.80 ㎡

1135.27 ㎡
1017.36 ㎡
20.5％
18.4％

建築面積
延べ床面積
建蔽率
容積率

敷地面積 ：5514.80 ㎡ 建築面積：1135.27 ㎡ 延べ床面積：1017.36 ㎡ 建蔽率：20.5％　 容積率：18.4％
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００　浮遊する２つのハコ
　　中央の水路を挟んで２つのコンクリートボックスを対称的に配置し、青空に映える建物にした。
　　圧迫感をなくす為に、一階部分は、１つはピロティーを、１つは壁をガラス張りとした。
　　水路の先には久重の展示室を望み、その更に向こうには筑後川が流れている。川に向かって伸び、浮遊感の
　　あるデザインとすることで、若い世代が未来へと羽ばたいてほしいという想いを建築で体現した。
　　
０１　まちに開かれた空間
　　久重の記念館としてだけでなく、地域に根付いた、コミュニティーの場となることを目的とし、単一の空間に
　　単一機能を振り分けるのではなく、多用途に活用できる空間となるように工夫した。
　　建物の前の広場は、お祭りの時には特設のからくり人形劇場が出来るスペースを設け、地域の活性化を
　　目指す。ピロティー横には竹林の小径は、川沿いの遊歩道と通じており、地元の人が散歩の休憩にふらっと立寄ることが
　　できる。

０２　内と外がシームレスに、つながる
　　周囲の自然に恵まれているこの場所では、建物の内部にいながらにしても外の自然を感じることができるように
　　デザインした。久重の歴史や発明品を有する常設展示室は全面、ガラス張りとし、すぐそばに筑後川を望むことが
　　できるようにした。この地で生まれ育った久重も眺めていたであろう、昔から変わらないこの川の景色を共有し、
　　久重に想いを馳せて欲しい。

０４　日本の手仕事に触れる
　　企画展示室では、「モノづくり」の精神を忘れずに日本の発展を信じて願わなかった久重の想いを繋げることを目的とし、
　　日本の様々な伝統工芸を企画展示する。
　　見学だけでなく、体験スペースではその伝統工芸を体験できるようなイベントも開催される。　

田中　久重…後の東芝創業者。
　　　　　　江戸時代後期に、久留米の地に産まれる。幼い頃から、「発明家」の才能を発揮し、
　　　　　　様々な仕組みの精巧なからくり人形を作る。人々を喜ばせることを好み、周囲の
　　　　　　人々からは「からくり儀右衛門さん」と呼ばれ、慕われていた。
　　　　　　その他にも様々な発明品を創り出し、中でも代表作となったのは、和時計の最高
　　　　　　傑作と言われる「万年自鳴鐘」である。

　「知識は失敗より学ぶ。事を成就するには、志があり、忍耐があり、勇気があり、失敗があり、その後に、成就があるのである」という言葉を残した彼の“ものづくり魂”を現代そして未来へと繋げる場所を。
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